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第3期
だ い  き

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

の考え方
かんが かた

 ～厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

資料
しりょう

から～  2011/3/4計画
けいかく

策定
さくてい

会議
かい ぎ

 

 

１ 基本
きほん

理念
りねん

等
とう

 

現基本
げんきほん

指針
ししん

の基本的
きほんてき

理念
りねん

・基本的
きほんてき

考え方
かんが かた

、市町村
しちょうそん

及び
およ 

都道府県
とどうふ けん

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

に定める
さ だ   

事項
じこう

等
とう

については、考え方
かんが かた

は変更
へんこう

しないが、必要
ひつよう

な時点
じてん

修正
しゅうせい

等
とう

を行う
おこな 

。 

 

＜現計画
げんけいかく

の基本
きほん

理念
りねん

＞ 

①障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の自己
じ こ

決定
けってい

と自己
じ こ

選択
せんたく

の尊重
そんちょう

 

②実施
じっし

主体
しゅたい

の市町村
しちょうそん

への統一
とういつ

と三
さん

障害
しょうがい

に係る
かか 

制度
せいど

の一元化
いちげんか

 

③地域
ちいき

生活
せいかつ

移行
いこう

や就労
しゅうろう

支援
しえん

等
とう

の課題
かだい

に対応
たいおう

したサービス提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せいび

 

 

＜現計画
げんけいかく

の基本的
きほんてき

考え方
かんが かた

＞ 

①全国
ぜんこく

どこでも必要
ひつよう

な訪問
ほうもん

系
けい

サービスを保障
ほしょう

 

②希望
きぼう

する障害者
しょうがいしゃ

等
とう

に日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービスを保障
ほしょう

 

③グループホーム等
とう

の充実
じゅうじつ

を図り
はか 

、入所
にゅうしょ

等
とう

から地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

を推進
すいしん

 

④福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

等
とう

を推進
すいしん

 

 

＜計画
けいかく

期間
きかん

＞ 

○平成
へいせい

24年度
ねんど

から平成
へいせい

26年度
ねんど

までの３年間
 ねんかん

とする。 

○ただし、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

福祉法
ふくしほう

（仮称
かしょう

）の平成
へいせい

25年
ねん

８月
 がつ

までの実施
じっし

を目指して
め ざ   

おり、計
けい

画期
かくき

間中
かんちゅう

に計画
けいかく

を見直す
み な お  

こととなる可能性
かのうせい

がある。 

資料
しりょう

1-4 
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２ 数値
す う ち

目標
もくひょう

の設定
せってい

方法
ほうほう

 

○施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

 

次
つぎ

の数値
すうち

を基本
きほん

としつつ、都道府県
とどうふ けん

等
とう

において、これまでの実績
じっせき

及び
およ 

地域
ちいき

の実情
じつじょう

を踏まえて
ふ    

設定
せってい

する。なお、既
すで

に次
つぎ

の数値
すうち

を上回る
うわまわ 

都道府県
とどうふ けん

等
とう

においてはさらに高い
たか 

目標値
もくひょうち

を設定
せってい

されたい。 

項目
こうもく

 基準
きじゅん

時点
じてん

 終 了
しゅうりょう

時点
じてん

 
第3期
だ い  き

計画
けいかく

の 

数値
すうち

目標
もくひょう

 
備考
びこう

 

地域
ちいき

移行者数
いこうしゃすう

 3割
わり

以上
いじょう

 

入所者
にゅうしょしゃ

の削減数
さくげんすう

 

平成
へいせい

17年
ねん

10月
がつ

1日
にち

 平成
へいせい

26年度
ねんど

末
まつ

 

1割
わり

以上
いじょう

減
げん

 

※児童
じどう

福祉法
ふくしほう

の改正
かいせい

により、１８歳
  さ い

以上
いじょう

の

入所者
にゅうしょしゃ

について障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に

基づく
も と   

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

等
とう

として利用
りよう

させ

ることとした施設
しせつ

を除いて
の ぞ   

設定
せってい

する。 

 

○退院
たいいん

可能
かのう

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の減少
げんしょう

に係る
かか 

数値
すうち

目標
もくひょう

 

社会的
しゃかいてき

入院
にゅういん

の解消
かいしょう

に向けて
む   

の客観的
きゃっかんてき

な指標
しひょう

としてどのようなものが適切
てきせつ

か、「今後
こんご

の精神
せいしん

保健
ほけん

医療
いりょう

福祉
ふくし

のあり方
  か た

等
とう

に関する
か ん   

検討会
けんとうかい

」

報告書
ほうこくしょ

や「障害者
しょうがいしゃ

制度
せいど

改革
かいかく

の推進
すいしん

のための基本的
きほんてき

な方向
ほうこう

について」（平成
へいせい

２２年
  ね ん

６月
 がつ

２９日
  に ち

閣議
かくぎ

決定
けってい

）、「新た
あら 

な地域
ちいき

精神
せいしん

保健
ほけん

医療
いりょう

の構築
こうちく

に

向けた
む   

検討
けんとう

チーム」の検討
けんとう

も踏まえながら
ふ      

、本年
ほんねん

夏
なつ

を目途
め ど

にお示し
 し め  

する。 

 

○就労
しゅうろう

支援
しえん

事業
じぎょう

の数値
すうち

目標
もくひょう

 

これまでの計画
けいかく

の考え方
かんが かた

を基本
きほん

として、実績
じっせき

や地域
ちいき

の実情
じつじょう

を踏まえて
ふ    

設定
せってい

する。 

・福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

については、平成
へいせい

17年度
ねんど

の一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

実績
じっせき

の4倍
ばい

以上
いじょう

。 

・平成
へいせい

２６年度
  ね ん ど

末
まつ

における福祉
ふくし

施設
しせつ

の利用者
りようしゃ

のうち、２割
 わり

以上
いじょう

の者
しゃ

が就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業
じぎょう

を利用
りよう

することを基本
きほん

。 

・平成
へいせい

２６年度
  ね ん ど

末
まつ

において、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

事業
じぎょう

の利用者
りようしゃ

のうち、３割
 わり

は就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

（Ａ型
  がた

）事業
じぎょう

を利用
りよう

することを基本
きほん

。 
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３ サービスの見込量
みこみりょう

及び
お よ  

入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

の設定
せってい

方法
ほうほう

 

①現基本
げんきほん

指針
ししん

で示して
し め   

いるサービスの見込量
みこみりょう

及び
お よ  

入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

の算出
さんしゅつ

に当たって
あ     

の指針
ししん

は、数値
すうち

目標
もくひょう

に係る
か か  

ものを除き
の ぞ  

、変更
へんこう

の必要
ひつよう

がな

いため、基本的
きほんてき

に変更
へんこう

しない。 

②旧体系
きゅうたいけい

施設
しせつ

が全て
す べ  

新体系
しんたいけい

に円滑
えんかつ

に移行
いこう

できるようサービス量
         りょう

を見込む
み こ  

こととする。 

③18歳
さい

以上
いじょう

の障害児
しょうがいじ

施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

については、障害者
しょうがいしゃ

施策
しさく

（障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

）で対応
たいおう

することとなるが、地域
ちいき

移行者数
いこうしゃすう

及び
お よ  

入所者
にゅうしょしゃ

の削
さく

減数
げんすう

に係る
か か  

数値
すうち

目標
もくひょう

や、サービスの見込量
みこみりょう

、入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

を設定
せってい

する際
さい

には、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

の改正
かいせい

により、１８歳
  さ い

以上
いじょう

の入所者
にゅうしょしゃ

について障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

に基づく
も と   

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

等
とう

として利用
りよう

させることとした施設
しせつ

を除いて
の ぞ   

行う
おこな 

ものとする。この場合
ばあい

、児童
じどう

福祉法
ふくしほう

の改正
かいせい

に伴う
ともな 

知的
ちてき

障害児
しょうがいじ

施設
しせつ

等
とう

から障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

等
とう

への移行
いこう

に際して
さ い   

、都道府県
とどうふ けん

においては、障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

の入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

が計画上
けいかくじょう

の入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

を上回る
うわまわ 

場合
ばあい

であっても指定
してい

を行う
おこな 

など、移行
いこう

が円滑
えんかつ

に進む
すす 

よう留意
りゅうい

されたい。また、計画上
けいかくじょう

の数値
すうち

目標
もくひょう

・見込量
みこみりょう

・入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

には含まない
ふ く    

ものの、当該
とうがい

施設
しせつ

の入所者
にゅうしょしゃ

についても、計画的
けいかくてき

に地域
ちいき

移行
いこう

を進める
す す   

のが望ましい
の ぞ    

。 

④各種
かくしゅ

経過
けいか

措置
そ ち

の取扱い
とりあつか 

や、障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の改正
かいせい

により創設
そうせつ

されるサービス（相談
そうだん

支援
しえん

、同行
どうこう

援護
えんご

）の見込量
みこみりょう

の考え方
かんが かた

については、サ

ービス内容
ないよう

の検討
けんとう

状 況
じょうきょう

を踏まえ
ふ   

、追って
お   

お示し
しめ 

する。 

 

４ 作成
さくせい

のプロセス 

①数値
すうち

目標
もくひょう

・見込量
みこみりょう

・入所
にゅうしょ

定員
ていいん

総数
そうすう

を定める
さ だ   

に当たって
あ    

は、現場
げんば

のニーズを踏
ふ

まえることが必要
ひつよう

であるが、各都道府県
かくとどうふけん

等
とう

において、ニーズ

調査
ちょうさ

の実施
じっし

や自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

の活用
かつよう

などにより、その把握
はあく

に努
つと

められたい。 

②障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の改正
かいせい

により、自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

が法律上
ほうりつじょう

位置づけられ
い ち     

、自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

を設置
せっち

した都道府県
とどうふ けん

等
とう

は、障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

を定め
さだ 

、

又
また

は、変更
へんこう

しようとする場合
ばあい

、あらかじめ、自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

の意見
いけん

を聴く
き  

よう努
つと

めなければならないこととなる。その施行
しこう

日
ひ

は、平成
へいせい

２４年
  ね ん

４月
 がつ

１日
 にち

を予定
よてい

しているが、改正
かいせい

の趣旨
しゅし

を踏まえ
ふ   

、「第３期
だ い  き

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

（平成
へいせい

２４年度
  ね ん ど

～）」の作成
さくせい

に当たって
あ    

も、自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

の意見
いけん

を聴く
き  

よう努める
つ と   

ことが望
のぞ

ましい。 


